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　平成23年度の一般会計当初予算要求では、
各課より72億5,489万円の予算要求がありま
した。�
　これを飯南町総合振興計画の施策体系ご
とに分類すると次のようになります。�

平成23年度の当初予算要求にあたっては、課ごとに配分額（一般財源ベース）を設定して予算
要求を行いました。その結果は次のとおりとなりました。今後は、国の地方財政計画による
交付税等の見直しや要求内容を精査し、3月定例議会へ予算案を提出する予定にしています。

平成27年度までの歳入歳出の推移（表1）と実質公債費比率の推移（表2）は次のとおりです。

今後は依存財源の大部分を
占める地方交付税が人口減
と合併効果の終了により減
少が見込まれます。歳出の削
減を行い、予算規模を縮小す
る必要があります。また、実
質公債費比率については、一
時上昇しますが、引き続き繰
上償還を行うことにより、財
政上の健全な数値（18.0以下）
を目指します。

※配分対象外要求額の大半は義務的経費（扶助費、公債費、人件費）が占めていますが、新規事業、重点施策、
　補助金・繰出金の一部などもこの中に含まれています。

里山の地域資源を活かした産業の創出�
（森林セラピーの推進、園芸振興、情報発信など）

373,996千円�・・・・・・・・・・・

安全安心な食材提供と農林業の活性化�
（エコ米の推進、中山間直接支払事業、鳥獣被害防止、基盤整備助成など）

299,126千円�・・・・・・・・・・・

地域に密着した商工業の活性化による雇用促進�
（割増商品券発行支援、商工会補助金、国道54号活性化対策など）

57,074千円�・・・・・・・

地域で進める生涯学習の推進�
（公民館運営、図書館運営、社会体育施設の維持管理など）

73,819千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地域との連携による学校教育の充実�
（小中学校運営、学校給食、飯南高校支援、放課後等子育て支援など）

269,699千円�・・・・・・・・・・・・・

里山教育・里山文化の充実�
（文化財保護、文化財の保存など）

4,098千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地区拠点機能の強化�
（集会所の維持管理など）

6,493千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

住民主体のまちづくりの推進�
（地域コミュニティ助成、住民提案型事業、地域づくり塾など）

8,795千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

協働で進める行財政運営�
（町広報誌の発行、行政改革の推進、町有財産管理、職員研修など）

28,813千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

公債費� 1,663,612千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
議員、特別職、職員人件費等� 761,852千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・
災害復旧事業、選挙実施経費� 55,949千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
庁舎等施設管理費等� 336,654千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生きがい村構想の推進�
（各種健診、予防接種、国民健康保険事業、病院運営、在宅医療サービスなど）

557,882千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高齢者等にやさしい環境づくり�
（高齢者支援、障がい者支援、生活保護、社協運営補助金など）

515,493千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・

子育てしやすい環境づくり�
（保育所運営、子ども手当、子ども医療費助成など）

294,119千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

だれもが平等に暮らせる社会づくり�
（人権・同和教育、男女共同参画の推進など）

869千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・

定住の促進�
（定住住宅整備、空き家改修、公営住宅管理など）

145,037千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

快適に暮らせる生活基盤づくり�
（町道整備、上下水道整備、町営バスの運行、ケーブルテレビ事業など）

1,348,290千円�・・・・・・・・・・・・・・・

安心して暮らせる防災・防犯対策の充実�
（消防団活動、防犯灯の維持管理、交通安全対策など）

54,187千円�・・・・・・・・・・・

地域の自然環境の保全�
（志津見ダム周辺整備、造林事業、ごみ・し尿処理事業など）

355,661千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地球環境への対応�
（電気自動車急速充電器設置、太陽光発電・ウッドボイラー設置助成など）

43,372千円�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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地
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過
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す
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き
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て
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き
る
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れ
て
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す

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
１１
日（
金
）に
、「
第
１
回

い
〜
に
ゃ
ん
雪
ま
つ
り
＆
超
そ

り
大
会
」が
琴
引
フ
ォ
レ
ス
ト
パ

ー
ク
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、約

１
３
０
０
人
の
来
場
者
が
雪
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
ゲ
レ
ン
デ
に
特
設

会
場
を
設
け
、タ
イ
ム
や
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
な
ど
を
競
う「
超
そ
り

大
会
」が
開
催
さ
れ
、参
加
者
は

カ
ヌ
ー
や
自
作
そ
り
な
ど
で
滑

走
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
を
中
心
に「
い
ー
な
ん
の
雪

携
帯
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰

式
、飯
南
高
校
生
に
よ
る
金
管
５

重
奏
、あ
つ
あ
つ
お
で
ん
早
食
い

競
争
な
ど
様
々
な
催
し
が
あ
り

ま
し
た
。　

　
あ
つ
あ
つ
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

で
は
、あ
つ
あ
つ
の
地
元
特
産
品

な
ど
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、来
場

者
の
方
に
は
好
評
で
し
た
。

　
１
月
２６
日
に
飯
南
高
校
１
年
生
に

よ
る
雪
だ
る
ま
づ
く
り
が
、道
の
駅「
頓

原
」と「
赤
来
高
原
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
第
１
回
い
〜
に
ゃ
ん
雪
ま

つ
り
＆
超
そ
り
大
会
」の
イ
ベ
ン
ト
告

知
と
雪
の
多
い
飯
南
町
の
魅
力
を
情

報
発
信
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー「
い
〜
に
ゃ
ん
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た

巨
大
雪
だ
る
ま
や
高
校
生
の
ア
イ
デ

ア
に
よ
る
思
い
思
い
の
雪
だ
る
ま
が

両
道
の
駅
に
並
び
、来
る
人
た
ち
を
喜

ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　
雪
ま
つ
り
は
飯
南
高
校
生
に
も
企

画
に
入
っ
て
も
ら
い
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
校
生
の
皆
さ
ん
、当
日
は
雪
が
降

り
大
変
寒
い
中
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
保
育
所
児
童
が
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
も
ち
つ
き
が
各
保
育
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
も
ち
を
つ
く
機
会
が
大

変
少
な
く
な
り
、初
め
て
の
子
供
た
ち

も
戸
惑
い
な
が
ら
小
さ
な
手
に
杵
を

持
ち
、元
気
い
っ
ぱ
い
も
ち
を
つ
き
ま

し
た
。

　
当
日
は
、近
所
の
老
人
グ
ル
ー
プ
の

方
の
参
加
も
あ
り
、保
育
所
は
大
変
賑

や
か
な
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
月
３
日
、各
保
育
所
で
恒
例
の
豆
ま

き
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
手
作
り
の

鬼
の
お
面
を
か
ぶ
り
元
気
よ
く
豆
ま
き

を
し
ま
し
た
。

　
突
然
現
れ
た
鬼
の
登
場
に
、逃
げ
出
す

子
や
泣
き
出
す
子
ど
も
た
ち
も
あ
り
ま
し

た
が
、最
後
に
は
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ

て
鬼
を
退
治
し
ま
し
た
。

1.
26（水）�

琴引フォレストパークを会場に飯南町スキー大会が開
催されました。この大会には63名の参加があり、選手は
ふれあいの中にもスピードを競いあいました。
各部門の優勝者は次のとおりです。

　藤井　愛子（来島小）
　岡本　　悟（頓原小）
　熊谷　瑠璃（頓原小）
　田部　亜晶斗（頓原小）
　稲尾　遥菜（来島小）
　福間　竜ノ介（来島小）
　高田　真理子（赤来中）
　安部　智子（来島）

　                      三上　　厚（赤名）
               高田　　洋（美郷町）  

            林　　正成（来島）      

　
飯
南
高
校
野
球
部
の
生
徒
た
ち
が
除

雪
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。　
通
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い～にゃん雪まつり�
＆超そり大会開催�

　
広
島
県
の
皆
さ
ん
に
島

根
県
の
特
産
品
や
伝
統
芸

能
な
ど
を
紹
介
す
る「
島
根

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
２
０
１
１
」

が
広
島
県
立
総
合
体
育
館

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
14
年
目
を
迎
え
る
今
回
、

会
場
は
２
日
間
で
約
16
万
９
千
人
の
人
出

が
あ
り
、総
入
場
者
数
２
０
０
万
人
を
突
破

し
た
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
、飯
南

町
か
ら
は
の
べ
10
団
体
が
参
加
し
、飯
南
町

自
慢
の「
お
い
し
い
特
産
品
」を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
お
し
ご
と
戦
隊
イ
ソ
ガ
シ
ン
ジ
ャ
ー
も

雲
南
地
域
の
お
国
自
慢
Ｐ
Ｒ
や
、ウ
ェ
ル
カ

ム
握
手
で
会
場
を
盛
り
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

1.
21（金）�
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⑴  ⑵  

⑶  

⑷  

⑸  

　　任期満了に伴い熊谷高暢さん（頓原）を再任しました。
　　任期は平成23年2月11日から4年間です

　固定資産評価審査委員会委員が次のとおり決定しましたので紹介します。
　任期は平成23年2月11日から3年間です　
　戸田 美紀江さん （頓原・町区）　　    安部 浩二さん （野萱）
　塚原 　　勉さん （獅子）　　　　　  金子 幸範さん （上赤名）
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ロ
コ
モ
の
原
因
は
主
に
３
つ
あ

り
ま
す
。「
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
」

「
筋
力
の
低
下
」、こ
の
２
つ
は
転
倒

の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。３
つ
め
は

「
骨
や
関
節
の
病
気
」。な
か
で
も
骨

が
ス
カ
ス
カ
に
な
る「
骨
粗
鬆
症
」、

膝
の
関
節
軟
骨
が
す
り
減
る「
変
形

性
膝
関
節
症
」、腰
の
神
経
が
圧
迫

さ
れ
る「
脊
柱
管
狭
窄
症
」が
代
表

的
で
す
。ま
た
、日
本
は
世
界
に
誇

る
長
寿
国
で
す
が
、そ
の
平
均
寿
命

に
体
の
寿
命
が
追
い
つ
い
て
い
ま

せ
ん
。つ
ま
り
、何
も
対
策
を
し
な

け
れ
ば
、歳
を
重
ね
る
ご
と
に
ロ
コ

モ
に
な
り
、寝
た
き
り
に
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　
ロ
コ
モ
を
予
防
す
る
た
め
、実
際

に
自
宅
で
行
え
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

を
紹
介
し
ま
す
。ロ
コ
モ
に
は
い
ろ

い
ろ
な
レ
ベ
ル
が
あ
り
、そ
れ
は
ど

れ
く
ら
い
歩
け
る
か
に
よ
っ
て
分

か
り
ま
す
。十
分
に
歩
け
る
人
と
、

よ
く
歩
け
な
い
人
で
は
、ロ
コ
ト
レ

（
ロ
コ
モ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
の
や
り
方
も

違
い
ま
す
。自
分
に
あ
っ
た
安
全
な

方
法
で
、ま
ず
開
眼
片
脚
立
ち
と
ス

ク
ワ
ッ
ト
を
始
め
ま
し
ょ
う
。そ
の

他
の
運
動
と
し
て
は
ラ
ジ
オ
体
操
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、水
泳
、ス
ト
レ
ッ
チ
、

関
節
の
曲
げ
伸
ば
し
な
ど
色
々
な

運
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
県
民
の
森
で
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
６
８
０

ｈ
ａ
を
管
理
し
て
い
ま
す
。植
え

た
木
を
健
全
に
育
て
る
に
は
下

刈
り（
草
刈
り
）
、除
伐
、枝
打
ち
、間

伐
な
ど
様
々
な
作
業
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
雪
の
な
い
春

か
ら
秋
に
行
い
ま
す
が
、冬
季
に

行
う
作
業
が
間
伐
の
た
め
の「
選

木
」で
す
。

　
県
民
の
森
で
は
80
年
生
の
人
工

林
を
育
て
て
い
ま
す
が
、成
木
に

な
る
ま
で
に
３
回
程
度
の
間
伐
が

必
要
で
す
。「
選
木
」と
は
林
内
に

入
っ
て
間
伐
す
る
木
を
選
ぶ
作
業

で
す
。夏
や
秋
に
は
林
内
に
茂
っ

た
低
木
や
雑
草
が
邪
魔
に
な
っ
て

作
業
が
は
か
ど
り
ま
せ
ん
。冬
季

に
は
雪
が
降
り
ま
す
が
、あ
る
程

度
枝
葉
に
溜
ま
る
の
で
林
内
に
は

意
外
と
積
も
り
ま
せ
ん
。ま
た
枝

葉
か
ら
落
ち
た
雪
で
雪
面
が
締
ま
っ

て
い
る
の
で
、か
ん
じ
き
を
履
け

ば
歩
き
や
す
く
、加
え
て
雪
で
低

木
が
押
さ
え
ら
れ
て
見
通
し
が
よ

く
な
る
の
で
、か
え
っ
て
作
業
が

し
や
す
い
の
で
す
。

　
こ
の
た
め「
選
木
」は
毎
年
積
雪

の
あ
る
時
期
に
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
例
年
に
な
い
大
雪
で
、林

道
に
雪
が
多
く
作
業
が
大
変
で
し

た
が
、１
月
末
に
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
春
に
な
っ
た
ら「
選
木
」し
た
木

の
間
伐
を
行
い
、林
内
に
日
が
差

し
込
む
森
に
し
て
い
き
ま
す
。

開眼片足立ち

ロコトレ�

1

ロコトレ�

2

左右1分間ずつ�
1日3回行いましょう。�

机に両手をついて行いま
す。指だけでも大丈夫な方
は指先をついて行います。�

椅子に腰をかけ、机に
手をついて腰を浮かす
動作を繰り返します。�

支えが必要な人は、医
師と相談して机に手や
指をついて行います。�

支えが必要な人は、医
師と相談して机に手
をついて行います。�

床に触れない程度
に片足を上げます。�

転倒しないように必ず
つかまるものがある
場所で行いましょう。�

安全のために椅
子やソファーの前
で行いましょう。�

スクワット
深呼吸をするスペースで�
5～6回繰り返します。�
1日3回行いましょう。�

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
障
が
い
児
の
父
母
等
が
、そ
の

障
が
い
児（
20
歳
未
満
）
を
養
育
す
る

と
き
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

・
１
級
　
５
０，
７
５
０
円

・
２
級
　
３
３，
８
０
０
円
　

※
受
給
者
ま
た
は
対
象
児
童
の
死

亡
、対
象
児
童
の
施
設
入
所
、障
害

年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、

受
給
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

�

特
別
障
害
者
手
当
・�

　
障
害
児
福
祉
手
当

　
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
要
す
る
程
度
の
障
が
い（
精
神
ま

た
は
身
体
）
が
あ
る
方
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。（
20
歳
未
満
は
障
害
児
福

祉
手
当
）

・
特
別
障
害
者
手
当

　
　
　
　
２
６，
４
４
０
円

・
障
害
児
福
祉
手
当

　
　
　
　
１
４，
３
８
０
円

※
受
給
者
の
死
亡
、施
設
入
所
、３

か
月
を
超
え
る
入
院（
20
歳
未
満
は
除

く
）
、障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

（
20
歳
以
上
は
除
く
）
場
合
等
は
、受
給

資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
扶
養
手
当

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、父（
ま

た
は
母
）
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い

な
い
児
童
の
母
（
ま
た
は
父
）
等
、児

童（
18
歳
未
満
）を
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
、児
童
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

・
全
部
支
給

　
　
　
　
４
１，
７
２
０
円（
月
額
）

・
一
部
支
給

　
　
９，
８
５
０
円
〜

　
　
　
　
４
１，
７
１
０
円（
月
額
）

　
第
２
子
に
は
月
額
５，
０
０
０

円
、第
３
子
以
降
に
は
１
人
に
つ

き
月
額
３，
０
０
０
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

※
対
象
児
童
が
施
設
入
所
し
て
い

る
場
合
や
、母
ま
た
は
養
育
者
が

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
場
合
等
は
、受
給
資
格
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
今
回
紹
介
し
た
手
当
は
、物
価

ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
手
当
額
が
改
正

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。対
象

者
要
件
や
所
得
制
限
等
も
あ
り
ま

す
の
で
、申
請
さ
れ
る
前
に
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
・
申
込
み
先

　
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
℡
７
２
・
１
７
７
３

　
　
　
来
島
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
℡
７
６
・
３
８
０
０

●家族が寝室に使う部屋全てに煙を感知する住宅用火災警報器を設置してください。�
●2階に寝室がある場合は、階段室にも必要です。�
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町
が
発
注
す
る
小
額（
30
万
円
以
下
）

で
簡
易
な
工
事
や
修
繕
な
ど
の
施
工

を
希
望
す
る
方
に
は
、あ
ら
か
じ
め

登
録
を
お
願
い
し
て
お
り
、そ
の
方

を
優
先
的
に
指
名
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
登
録
制
度
の
有
効
期
間
が
今

年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
と
お
り
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

　
平
成
23
年
３
月
１
日（
火
）〜

　
平
成
23
年
３
月
31
日（
木
）

　
※
受
付
終
了
後
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　
た
だ
し
、登
録
は
翌
月
と
な
り
ま
す
。

　
町
内
に
住
所（
事
業
所
）を
有
し
、

　
入
札
参
加
資
格
申
請（
指
名
願
い
）

　
を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

　
※
個
人
、業
者
を
問
い
ま
せ
ん
。

　
土
木
工
事
・
建
築
工
事
な
ど
15
種

　
類
あ
る
中
か
ら
、３
種
類
ま
で
登

　
録
可
能

　
登
録
申
請
書
を
最
寄
り
の
庁
舎
・

　
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
登
録
申
請
書
は
、各
庁
舎
・
支
所
に
あ

　
　
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
26
年
３
月
31
日
の
３
年
間

　
企
画
財
政
課 

℡
７
６
・
２
８
６
４

1011

　
２
年
ぶ
り
に
飯
南
町
ス
キ
ー
大

会
が
琴
引
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ナ
イ
タ
ー
の
明
か
り
に
照
ら
さ

れ
て
、選
手
た
ち
は
持
て
る
力
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
大
変

な
年
と
な
り
ま
し
た
が
、飯
南
町
の

冬
の
魅
力
も
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

【
一
般
不
妊
治
療
】保
険
適
用
の
不

妊
治
療
及
び
検
査
・
人
工
授
精

☆
助
成
の
内
容

・
助
成
額
…
１
年
に
つ
き
３
万
円

　
を
上
限
と
し
て
助
成

・
助
成
期
間
…
一
般
不
妊
治
療
を

　
受
け
た
日
か
ら
３
年
間
ま
で

　（
注
：
助
成
は
平
成
21
年
４
月
１
日
以

　 

降
の
治
療
が
対
象
で
す
）

・
戸
籍
上
の
婚
姻
関
係
で
あ
っ
て
、

　
夫
婦
若
し
く
は
夫
婦
の
い
ず
れ
か

　
が
飯
南
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
基
づ

　
く
被
保
険
者
、組
合
員
、又
は
被

　
扶
養
者
で
あ
る
人

　
治
療
を
受
け
た
医
療
機
関
で
証

　
明
を
受
け
、申
請
書
及
び
そ
の

　
他
の
書
類
と
併
せ
、申
請
窓
口

　
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

飯
南
町
保
健
福
祉
課

（
飯
南
病
院
隣
り
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

提
出
書
類
に
つ
い
て
は
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
保
健
福
祉
課

　
℡
７
２
・
１
７
７
０

　
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
、医

療
費
が
高
額
で
あ
る
特
定
不
妊
治

療（
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
）に

つ
い
て
は
、島
根
県
が
実
施
し
て

い
る
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

雲
南
保
健
所

℡
０
８
５
４
・
４
２
・
９
６
３
７

雲
南
地
区
の
交
通
事
故

「
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て�

�

　
雲
南
地
区
に
お
け
る
交
通
死
亡

事
故
は
、昨
年
の
飯
南
町
青
雲
ト

ン
ネ
ル
で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事

故
が
最
後
で
す
。

　
し
か
し
飯
南
町
民
の
関
係
し
た

死
亡
事
故
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る

と
“
１
３
４
７
日
間
”
発
生
し
て

お
ら
ず
、雲
南
地
区
で
は
最
長
の

記
録
で
す
。

　
町
民
に
と
っ
て
誇
り
と
す
べ
き

記
録
で
、こ
の
記
録
を
い
つ
ま
で

も
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
お
年
寄
り
、子
ど
も
へ
の
配
慮

を
し
て
、安
全
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
。

この表は、賃金・料金を支払う目安とする金額を掲げております。
作業料金は消費税込みの金額です。

※標準小作料制度は農地法改正により、平成21年12月15日から廃止となっています。

島根県最低賃金

※常用、臨時、パートなどすべての労働者
　に適用されます。
■
島根労働局労働基準部賃金室
℡０８５２・３１・１１５８

一般曹候補生（陸上・海上・航空自衛隊）
　 ：18歳以上27歳未満の者　 ：2月1日(火)～5月6日(金)　 ：5月21日㈯　

一般幹部候補生・技術幹部候補生（陸上・海上・航空自衛隊）
　 ：20歳以上26歳未満の者　 ：2月1日(火)～5月6日(金)　 ：5月14日㈯　

予備自衛官補
　 　
　 　18歳以上34歳未満　（平成23年7月1日現在の年齢）
　 　18歳以上で、国家免許資格等を保有する技能に応じる年齢（53歳から55歳未満）までの者　
　　（平成23年7月1日現在の年齢）
　 ： 4月6日(水)まで
　
　　 ：4月15日(金)～18日(月)の間のいずれか1日　　陸上自衛隊出雲駐屯地（島根県出雲市）　
　　 ：4月15日(金)～18日(月)の間のいずれか1日
　　　陸上自衛隊伊丹駐屯地（兵庫県伊丹市）または陸上自衛隊海田市駐屯地（広島県安芸郡海田町）

　自衛隊島根地方協力本部出雲地域事務所　℡０８５３・２１・０８３１
　　　　　　　　　ホームページ　http:www.mod.go.jp/pco/shimane




